
施策
0501 みんなが参加する協働のまちづくり

※1 �市民参加：P9参照
※2 �男女共同参画：P59参照

用語解説

　今後ますます少子化や人口減少が進行する中、活力
あるまちづくりを進めていくためには、「まちづくりの自
分ごと化」の意識を醸成し、市民が主役となって行政と
の共通理解を図り、課題の解決に向けて取り組むことが
必要です。
　そのためには、行政職員の意識改革を図りつつ、市

民参加※1 の促進と行政情報の共有を積極的に行い、協
働のまちづくりを進めるための環境づくりが重要です。
　また、性別に関わりなく、喜びも責任も分かち合いな
がら誰もが活躍できる男女共同参画※2 社会の実現のた
め、男女共同参画に係る意識の啓発や、女性登用機会
の拡大等の取組を継続的に進めていく必要があります。

と現状 課題

　男女共同参画に関する意識啓発やそれに係る情報
を発信するとともに、男女共同参画に資する活動を支
援します。また、審議会等への女性委員の登用を推
進します。

02
総合的な男女共同参画の推進

　まちづくりに参画しやすい環境づくりに努めるととも
に、市民のニーズや意向を反映する機会の充実を図り
ます。
　市民向けのまちづくり研修会等を通じた地域リーダー
の育成や高校生や若者など、身近なところからまちづく
りへの興味・関心を高めてもらう取組を推進
します。

01
市民参加の推進

な必要 取組

　市民がまちづくりの主役となり、行政やさまざまな主体
と連携・協働することで、まちの魅力を高め、課題の解決
が図られる仕組みをつくります。

 「市民みんなが主役」  
 〜市民自らの手で創るまち〜 

目指すべき 姿

基本目標 05 市民力を生かしたまちづくり
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施策
0502 地域コミュニティ

※1と市民活動の促進

※1 �コミュニティ：P6参照
※2 �NPO：P19参照
※3 �地域福祉：市民の積極的な参加による、市民が主体となった福祉のこと

用語解説

　地域コミュニティや市民活動団体などによる市民の自発的な活動が活発化し、市民と行政が一
体となってまちづくりを推進するまちを目指します。

 市民同士のつながりと一体感が感じられるまち 

目指すべき 姿

　複雑・多様化する社会の動きや行政のスリム化等の影
響により、まちづくりについて行政だけでは手の届かな
い課題が発生しています。こうした課題を解決するため、
自治会をはじめとする地域コミュニティやNPO※2などの
市民活動団体が果たす役割が期待されています。
　しかし、活動に関わる市民の固定化や高齢化といった

課題が顕在化していることから、今後は普及啓発を図り
ながら、コミュニティや市民活動団体の取組を支援する
とともに、活動しやすい環境づくりを進め、市民と行政
が連携を図りながらまちづくりの課題を解決していくこと
が求められています。

と現状 課題

　市民の自発的な活動の推進
及び活性化のため、人づくり、
つながりづくりを支援し、地域
福祉※3 の向上や生活環境整備
の促進につなげてい
きます。	

01
地域コミュニティや市民
活動に関する意識の高揚

　市民活動団体や市民などの
さまざまなニーズに総合的に対
応するため、拠点となる施設
の充実や地域コミュニティ・団
体への支援・連携を
推進します。

02
市民活動の拠点の充実

と支援
　各団体の情報収集を行い、
交流イベント等を効果的に発信
することによって、参加を促し
ます。

03
各団体の市民活動に 
関する情報の発信

な必要 取組
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施策
0503 情報通信基盤の整備と活用

※1 �インフラ：P16参照
※2 �LINE：通話やメールができるコミュニケーションアプリ
※3 �Twitter：「ツイート」と呼ばれる短い投稿をして、世界中の利用者と情報を共有できるサービス
※4 �Facebook：原則利用者が実名で登録して、写真などを投稿し、友人と共有できるサービス
※5 �Instagram：写真や動画を撮影・共有できるサービス
※6 �SNS：P29参照
※7 �マイナンバー制度：すべての国民に個別の管理番号を付与し、それに基づいて、社会保障や個人情報の管理

などを行う制度

用語解説

　地域情報化を取り巻く社会環境は、情報通信技術の
質の向上やインフラ※1 整備などの進展により、大きな
変化をみせています。今日ではLINE※2 やTwitter※3、
Facebook※4、Instagram※5などのSNS※6 の利用者が
急速に増えており、今後はそれらの手段を活用し、スピー

ディーで的確な情報の提供・交換を行い、市民サービス
の向上に活用することが重要です。
　さらに、マイナンバー制度※7などの行政情報の適切な
運用が求められています。

と現状 課題

　タイムリーな情報の提供と交換により、市民生活の利便性の向上を図るとともに、安全に利用
できる環境を目指します。

 新鮮かつ的確な情報が提供・交換され、  
 快適に暮らすことができるまち 
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※1 �情報通信基盤：P56参照
※2 �コミュニティ FM：放送エリアが市町村単位の地域に限られ、地域独自の情報を多く取り上げたり、地域の活

性化に役立つ情報を発信するラジオ放送
※3 �ICT：P19参照
※4 �二地域居住：都市住民等が、多様なライフスタイルを実現するための手段の一つとして、農山漁村等に定期的・

反復的に滞在・居住することにより、複数の地域に生活拠点を持つこと

用語解説

　広報紙や公式ホームページ等
の充実を図り、市民と行政を結ぶ
情報の共有化を推進するととも
に、コミュニティFM※2など地域
メディアとも連携した
情報発信を図ります。

02
広報・広聴活動

の充実

　ICTの技能及びリスク対策、
高齢者向けの情報化推進など
誰でも利用できる環境づくりを
進めます。

03
ICT※3（情報通信技術）

活用の教育・研修
の推進

　情報通信基盤の整備と市民
生活の重要分野での活用を充
実させ、市民生活の向上を図
ります。

01
情報通信基盤※1 の
整備と有効活用

　SNSをはじめとする多様なメ
ディアを活用し、伊達市の魅力や
地域情報を積極的に外部に発信
することで本市に対する理解と関
心を高め、観光、産業振興、移
住や二地域居住※4の
促進等につなげます。

04
対外的な情報発信

の強化

な必要 取組
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施策
0504 国際・地域間交流の推進

※1 �お試し暮らし制度：伊達市で移住体験をしてみたい方に向けて、生活用品一式を備えた滞在物件を用意し、
移住体験を支援する制度

※2 �シティプロモーション：地域の売り込みや自治体名の知名度の向上を目指して行う取組
※3 �心の伊達市民：P12参照

用語解説

　伊達市は国内外の姉妹都市や友好都市、市民交流都
市、さらには本市に魅力を感じて訪れる移住希望者や応
援してくれる方々との幅広い交流を進めてきました。

　多様な国際・地域間交流は、市民の視野を広げ豊かな
心を育みます。今後も国際・地域間交流を推進し、地域
の活性化につなげていくことが求められます。

と現状 課題

　姉妹都市や友好都
市などとの交流事業
を進め、本市の魅力
を情報発信し、誘客
を促進し、地域の活
性化を推進します。

01
姉妹都市交流の

促進
　市民の国際意識を
高め、外国の方との
相互理解を図るため
に、国際交流活動を
支援します。

02
国際交流の推進

　移住や二地域居住
を推進するため、お試
し暮らし制度※1の充
実や、まちの魅力を発
信するなど、西胆振
地域で連携したシティ
プロモーション※2を推
進します。

03
人の誘致の推進

　伊達市を応援してく
れる市外の方に対し
て、会報等による地
域情報の発信や特産
品の送付を行い、伊
達市のPRと地域活性
化を図ります。

04
心の伊達市民※3

な必要 取組

　特性を生かした国際・地域間交流を推進し、多様な文化
や習慣に触れ、豊かな国際性や創造性を育みます。

 多様な文化とつながり、  
 活発な交流ができるまち 

目指すべき 姿
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施策
0505 効率的・効果的な行財政運営

※1 �伊達市行政改革大綱：安定した市政運営を続けることを目的として策定する行政改革の計画用語解説

　地方分権の進展に伴い、市民サービスの質の向上や
地域の財政状況を踏まえた、計画的で持続可能な行政
運営が求められています。伊達市では、伊達市行政改
革大綱※1を策定し、効率的・効果的な行財政改革に取り

組んできました。今後も少子高齢化の進展による税収減
等が想定される中で、行政に対する市民ニーズに対応す
るため、安定した財政基盤の構築及び市民に信頼される
質の高い行政運営を推進することが重要です。

と現状 課題

　効率的な組織体制
を確立し、円滑で効
果的な事務事業の推
進を図るとともに、行
政課題に迅速かつ的
確に対応できる人材
の育成を行います。

01
効率的・効果的な
行政運営の推進

　厳しい財政状況の
中、限られた財源を
効率的・効果的に配分
するとともに、市債の
発行や基金について、
規律を守って健全に
財政運営を進めます。

02
健全な財政運営

　近隣市町との交流
を深め、さまざまな分
野での効率的・効果的
な広域連携を推進し
ます。

03
広域連携の推進

　市民が求める情報
を適切に提供できる
よう、個人情報の保
護に配慮しながら、
迅速かつ的確な情報
の公開に努めます。

04
行政情報の公開と
個人情報の保護

な必要 取組

　行政改革大綱の取組を推進しながら、社会情勢や市民
ニーズの多様化に迅速かつ的確に対応した行政サービスの
提供に努めます。

 社会の変化に対応した  
 持続可能な独自性あふれるまち 
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